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概    要 触覚刺激の学習における、脳の可塑的変化に関わる神経基盤に迫る。ヒトの脳が
持つ可塑性は、成人後には見られなくなると考えられているが、近年の脳機能研究により新たな知見が
得られている。これまでに、成人後においても学習により脳機能が可塑的に変化する事を明らかにした



























































であった (図 1) 。 


















Dynamic Causal Modeling(Friston et al., 2003)
を用いて、解析を行った。この手法により、異な
る脳部位の活動の間の情報伝達についてどのよう
な関係があるのかを知ることができ、可塑的変化
が起こった際に、ネットワークの伝達経路がどう
変化したかを明らかにすることができる。触覚処
理に関与すると考えられている脳領域及び、可塑
的変化が見られた領域に関心領域を設定し、それ
ぞれの領域の関係を調べた結果、実験群において
頭頂間溝と一次視覚野の間に、統制群との間に差
が見られた(図 3)。 
 脳領域の容積の違い: 群間の脳容積の違いを見
るため、T1 強調画像を灰白質、白質、脳脊髄液に
分割し、解剖学的標準化、平滑化を行い、様々な
脳領域の群間差について解析を行った。実験群と
統制群で容積の異なる領域が、楔部、舌状回、中
側頭回等に見られた。これらの領域は、実験群に
おいて統制群よりも容積が増加していた (図 4)。
また、容積が増加した白質の領域についても、神
経線維束画像(Tractography)を用いて、走行の変
化の調査を行っている(図 5)。 
 学習の期間: 可塑的な変化を起こした部位の神
経活動の量に対して、被験者の学習の期間・開始
時期・課題の正答率との相関関係を調べた。その
結果、一次視覚野の活動とトレーニングの開始年
齢に相関が見られた。 
 これらの結果により、健常な成人においても、
トレーニングにより脳機能・脳構造が変化する事
が明らかになり、特に触覚のトレーニングにより、
視覚野及び頭頂葉後部に可塑的な変化が起こるこ
とが明らかになった。 
 
 
 
図 1(左)．触覚課題遂行中の脳血流 
図 2(右)．周辺視野の領域に観察された脳活動 
 
 
図 3．神経ネットワークの変化 
 
 
図 4(左)．脳領域の容積の違い 
図 5(右)．神経線維束画像 
 
 
 
 
 
「主な発表論文等」 
 現在、学会発表のための準備及び、学術雑誌(英
語)へ投稿のため、論文原稿作成中である。 
 
「競争的資金・研究助成への申請・獲得状況」 
 本助成により明らかになった可塑的変化のメカ
ニズムをより詳細に調べるために、来年度の日本
学術振興会 学術研究助成基金助成金(基盤研究
C)へ、同様の研究テーマで研究代表として申請予
定である。 
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